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令和２年度第１回稲沢市男女共同参画審議会 会議録 

 

【日 時】 令和２年７月２９日 水曜日 午後１時３０分から午後３時１０分 

【場 所】 稲沢市勤労福祉会館 第２会議室 

【出席者】 稲沢市男女共同参画審議会委員（敬称略） 

      江草 普二  名古屋文理大学准教授 

真下あさみ  愛知文教女子短期大学准教授 

後藤 恵美  稲沢商工会議所女性会（会長） 

牛嶋みゆき  稲沢連合婦人会（副会長） 

佐久間春生  稲沢市ボランティア・市民活動連絡会（会長） 

吉次 栄子  いなざわウィルネット（理事） 

大谷 淳子  公募委員 

 犬飼 祐香  公募委員 

中島 雄太  公募委員 

松﨑  伯  公募委員 

【稲沢市】 篠田 智徳  市長公室長 

      大口  伸  地域協働課長 

      鈴木 俊吾  地域協働課 主幹 

      前田 赳史  地域協働課 主査 

【傍聴者】 なし（新型コロナウイルス感染拡大防止のため） 

 

【会議概要】 

１ あいさつ 

［市長公室長あいさつ］ 

  ・出席のお礼 

  ・本日の議題内容について、慎重審議を依頼する。 

［会長あいさつ］ 

  ・コロナ禍の影響の中、家族、職場について、いろいろ見直すことが発見されたことから、

今後は新しい男女共同参画が必要であると考えます。 

 

２ 議題 

議題（１）令和元年度実施状況及び重点項目実施状況調査について 

 ［事務局］ 

  令和元年度実施状況及び重点項目実施状況調査について、以下の内容について説明。 

   ・実施状況調査については、令和元年度の各課の実施状況について、数値目標関連する部

分について、前年度と比較し数値等の変動があった内容についてご説明。 

   ・重点項目実施状況調査については、各課の取り組み状況、課題等について説明。 

   ・令和元年度実施状況及び重点項目実施状況報告書の作成にあたり、審議会からの意見を

掲載するため、各委員からのコメントシートの作成依頼について説明。 

（主な質疑・意見） 

［委員］ 

・評価について、前年度比較し変更された理由を伺いたい。 
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［会長］ 

  ・育児休業・介護休暇の取得しやすい職場の環境整備について、実施状況で取得された人

数が記載されているが、具体的にどのような環境整備に取り組まれているのか。 

［事務局］ 

・調査表の内容につきましては、各担当課で記載させていただいておりますので、事務局

が所管する以外については詳細な内容を把握していないため、各課に確認しご報告させて

いただきます。 

［委員］ 

・評価のところで「－」の表記がありますが、これはどのような評価となりますか。 

［事務局］ 

・「－」の評価につきましては、担当課では評価できないものとなっております。例えば秘

書広報課が所管する「出前講座」につきましては、講座の依頼があった場合に開催するこ

ととなっており、「男女共同参画」の出前講座の開催に向けた取組は、それぞれ所管課がす

ることですので、講座の開催依頼がないものに対し評価できないものとなっております。 

  

議題（２）男女共同参画社会づくり市民意識調査結果について 

 ［事務局］ 

  男女共同参画社会づくり市民意識調査結果について、以下の内容について説明。 

   ・各調査項目の結果について、性別、年代別、全国との比較について説明。 

（主な質疑・意見） 

［会長］ 

・前回と比較しますと、何点か保守的な回答となっているが、この要因となっている調査

結果の分析はされておりますか。 

［事務局］ 

・この調査結果につきましては、次期男女共同参画プラン策定に重要な基礎資料となるた

め、今後調査結果を分析し課題を抽出したいと考えております。 

   

議題（３）次期男女共同参画プラン策定について 

 ［事務局］ 

  次期男女共同参画プランについて、以下の内容について説明。 

   ・現行の「第４次男女共同参画基本計画(国)」と「あいち男女共同参画プラン 2020(県)」

の考え方及び新たに「第５次男女共同参画基本計画(国)」の策定に当たっての基本的な考

え方（骨子案）の内容について説明。 

   ・新計画立案に向けた課題として、稲沢市の男女共同参画の重点課題となりうる調査結果

及び現計画の実施状況について説明。 

 ［会長］ 

・次期男女共同参画プラン策定に向けて、今後のスケジュールの説明をお願いします。 

［事務局］ 

   ・今後のスケジュールについて、審議会をあと３回開催する予定としており、時期として

は、９月末に骨子（案）の検討、１１月から１２月に次期男女共同参画プラン（素案）の

検討、１２月から１月にパブリックコメントの実施、２月から３月に最終検討を実施する

予定となっております。 



 

- 3 - 

 [委員] 

   ・税制面での取組が計画の中にないが必要ではないか。 

[会長] 

 ・コロナ禍の影響についても今後の計画の課題となるのではないか。 

[事務局] 

  ・今後もコロナ禍による計画策定が進められると考えられますので、国や県の動向を見据

えながら進めさせていただきます。 

  ・次期男女共同参画プランでは、取組む課題の目的と位置付けを整理し、担当課が意識を

もって取り組める構成とし、税制面等様々な課題については、企業にとってインセンティ

ブのある取組を取り入れたプランにしていきたいと考えております。 

 

３ その他 

［事務局］ 

・次回審議会の日程については、協議の上９月３０日開催とする。 

   

午後３時１０分閉会 

 

以下余白 


